
1 
 

平成３０年度 入札監視委員会議事概要   

                                北海道防衛局、帯広防衛支局 

開催日及び場所 平成３０年９月２０日（木） 北海道防衛局４Ｆ第１・２会議室 

委       員 

 

 

阿座上洋吉（経営学者） 

大浦 崇志（公認会計士） 

神谷奈保子（大学客員教授） 

菊地 均 （大学名誉教授）            （５０音順） 

 防衛省発注機関が発注する建設工事等に関する審議 

審議対象期間 平成３０年４月１日 ～ 平成３０年６月３０日 

審議対象件数  １６件 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽出件数 総件数 ４件 （審議概要） 

・事務局から、契約状況、指名停止及び低入札状

況の説明 

・対象件数から抽出した４件の概要について局、

支局担当者が説明後、委員による審議 

 

 

 

 

建 

設 

工 

事 

一般競争(政府調達協定対象) ０ 件  

一般競争(政府調達協定対象外) １ 件  

公募型指名競争 ０ 件  

指名競争 ０ 件  

企画競争 ０ 件  

随意契約 ０ 件  

建設コンサルタント業務等 ３ 件  

 

 

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

 

意 見・質 問 回   答 

【指名停止状況説明】 

 （特になし） 

【低入札状況説明】 

 （特になし） 

【抽出案件】 

○建設工事等 

（一般競争(政府調達協定対象外）) 

①［平成３０年度矢臼別演習場

周辺地区牧草地改良工事］ 

・過去の入札状況を見ると年度

によって予定価格に差があるが

業務内容が異なるのか。 

 

・積算はどのように算定してい

るのか。 

 

・落札率が９８．７５％と高く

なっているがその理由について

説明されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・業務内容は毎年同じだが、年度に

よって改良工事を行う面積が異なる

。 

 

・北海道の積算基準に基づいて算定

している。 

 

・道の積算基準及び労務単価等はホ

ームページ等で公表されており、業

者は精度の高い積算が行えるため、

高落札率になったものと考える。 
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 意 見・質 問 回   答 

・２８年度と２９年度の予定価

格が以前の年度の約半分程度に

下がっており、応札者数が１者

となっているが今後もそのよう

な傾向となるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本件のように牧草地を管理す

る業務は全国で帯広防衛支局だ

けなのか。 

 

○建設コンサルタント業務 

（一般競争(政府調達協定対象外）) 

②［宗谷外(３０)道路整備等測

量調査］ 

・第三者履行確認について説明

されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本件の落札業者の価格は、第

２位の者と比較してもかなり開

きがあるが、これほど低価格に

なった理由は何か。 

 

・応札者数が減少した要因は、２８

年度に起こった台風の災害復旧工事

の影響や北海道が発注している類似

工事との競合等によるところもある

が、やはり一定の事業量がないと入

札に参加する業者が少なくなる傾向

はあると思われる。そのため今年度

は２７年度以前の予算額を確保し発

注したところ複数者応札となった。

今後も出来るだけ複数の参加者とな

るよう業者への周知や予算確保に努

めてまいりたい。 

 

・直轄工事として実施しているのは 

帯広支局のみと承知している。 

 

 

 

 

 

 

・第三者履行確認とは、低価格入札

による業務成果の品質低下を防ぐた

め、第三者による履行の確認を義務

づけている制度であり、予定価格が

５００万円以上の一般競争入札によ

る技術業務を対象としている。対象

業務には、品質確保基準価格を設け

、入札価格がその価格を下回った場

合は、対象業務の参加資格要件を全

て満たし、資本面及び人事面の直接

的な関連がない第三者を受注者側が

確保し、履行の確認及び打ち合わせ

時の立会いを実施すこととなってい

る。 

 

・受注業者に確認したところ、手持

ち業務がなかったため確実に受注で

きるよう利益等を圧縮して対応した

とのこと。 
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 意 見・質 問 回   答 

 

③［倶知安(３０)体育館新設地

質調査］ 

・本件は１２者と多数の業者が

入札に参加しているがその背景

は。 

 

 

 

 

④［長沼(３０)訓練場整備土木

設計］ 

・本業務は総合評価落札方式で

あるが専門性が高い業務なのか

。 

 

 

 

 

 

 

・地質調査においては、２８年度頃

から業務の規模や地域にかかわらず

平均して１０者程度の参加がある。

背景としては、当局の業務を継続的

に受注したいという業者が多いため

と考える。 

 

 

 

・基本的に、測量や地質調査といっ

た実施手順が定型化された業務は価

格競争方式で行うが、設計は専門性

や工夫の余地等が生じる業務と考え

、総合評価落札方式により行ってい

る。 

委員会による意見の具申又は勧

告の内容 

 

 

２．談合疑義案件(内訳明細書の点検結果疑義)の処理状況について 

談合疑義件数 ０件 （審議概要） 

 

 

 

工 

事 

談合情報 ０件 

点検結果疑義 ０件 

業 

務 

談合情報 ０件 

点検結果疑義 ０件 

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

意 見・質 問 回   答 

  

委員会による意見の具申又は勧

告の内容 

 

 

３．再苦情処理（再説明請求回答） 

再苦情申立件数（再説明請求件数）   ０ 件 （審議概要） 

 

 

 

 

 

建 

設 

工 

事 

一般競争(政府調達協定対象) ０ 件 

一般競争(政府調達協定対象外) ０ 件 

公募型指名競争 ０ 件 

指名競争 ０ 件 

企画競争 ０ 件 

随意契約 ０ 件 
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建設コンサルタント業務等 ０ 件  

○委員からの意見・質問 

○それに対する回答等 

      意 見 ・ 質 問 回   答 

  

委員会による意見の具申又は勧

告の内容 

 

  


